
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.1 令和 6 年 4 月 1 日 

  

一般社団法人あまみ大島観光物産連盟 

入会のご案内 



 

【はじめに】 

一般社団法人あまみ大島観光物産連盟は、観光庁に登録された地域連携 DMO（Destination 

Management Organization ＝ 観光地域作り組織）です。 

これまでの観光協会では行動原理が“事業者視点”であるのに対して、DMO では“来訪者や地域

住民の視点”も含めたものなります。 

上記を踏まえて、私たちは 2022 年～2026 年の奄美大島中長期観光戦略のゴールを 

「誰もが訪れたくなる島、いつまでも暮らしたい島」としました。 

 

 

【基本情報】 

組織名 一般社団法人 あまみ大島観光物産連盟 

代表者 有村 修一 

所在地 ◆事務局 兼 奄美大島観光案内所 

〒894-0027 鹿児島県奄美市名瀬末広町 14-10 AiAi ひろば 1 階 

◆奄美空港観光案内所 

〒894-0503 鹿児島県奄美市笠利町和野 374-2 奄美空港ターミナルビル 1 階 

ＴＥＬ 0997-53-3240（事務局） 

E-mail info@amami-tourism.org 

運用 HP ◆観光 PR サイト・あまみっけ  https://amamikke.com/ 

営業時間 ９：００～１８：００（奄美空港は 9：30～18：30） 

休日 12/31~1/3（奄美空港は 1/1 のみ） 

従業員 7 名（事務局長含む） 

 

 

【沿革】 

1967 年（昭和 42 年） 奄美大島観光協会① 発足 

1971 年（昭和 46 年） 名瀬市特産品協会② 発足 

不明 奄美大島・喜界島観光協会③ 発足 

1998 年（平成 10 年） ①・②・③の統合により奄美大島観光物産協会 発足 

2016 年（平成 28 年） 一般社団法人 あまみ大島観光物産連盟として法人化 

2018 年（平成 30 年） 観光庁から鹿児島県内初の「地域連携 DMO」に登録される 

 

 

 

 

  



 

一般社団法人 あまみ大島観光物産連盟 定款（抜粋） 

 

第 2 章 会員及び社員 

（法人構成員） 

第 6 条 当法人は、当法人の事業に賛同する個人又は団体であって、次条の規定により当法人の会員と

なった者をもって構成する。なお、正会員と行政会員をもって一般社団法人及び一般財団法人

に関する法律（以下「一般法人法」という。）上の社員とする。 

（1） 正会員 奄美大島内に居住または事務所を有し、本会の目的に賛同して入会した個人、法人及び

団体 

（2） 行政会員 当法人の目的に賛同して入会した地方公共団体 

 

（資格の取得） 

第 7 条 本会の会員になろうとする者は、入会申込書を事務局に提出し、理事会の承認を得なければな

らない。 

（会費） 

第 8 条 当法人の事業活動に経常的に生じる費用に充てるため、会員は会員になった時及び毎年、総会

において別に定める額の会費を納入しなければならない。 

（任意退会） 

第 9 条 正会員は、理事会が別に定める退会届を提出することにより、任意にいつでも退会す

ることができる。 

（除名） 

第 10 条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、総会の決議によって当該会員を除名するこ

とができる。 

（1） 当法人の定款、規則又は総会の決議を違反したとき 

（2） 当法人の名誉を毀損し、またはこの法人の設立目的に反する行為をしたとき 

（3） このほかの除名すべき正当な理由があるとき 

 

（社員の資格の喪失） 

第 11 条 前 2 条に定める場合のほか、会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、その資格を喪

失する。 

（1） 社員の総数の 3 分の 2 が同意したとき 

（2） 2 年間催促などに応じず、会費を納入しなかったとき 

（3） 当該会員が死亡又は失踪宣告を受け、又は会員である団体が解散したとき 

 

（拠出金品の不返還） 

第 12 条 当法人は、会員が園の資格を喪失しても、すでに納入した会費のそのほかの拠出金品はこれ

に返還しない。 

  



 

一般社団法人あまみ大島観光物産連盟 会員の入退会に関する規程 

 

（目的） 

第 1 条 この規定は、一般社団法人あまみ大島観光物産連盟（以下「当連盟」という。）定款第 2 章

「会員及び社員」の規定に基づき、会員の入会及び大会に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（入会手続き） 

第 2 条 本会の会員になろうとする個人、法人並びに団体は入会申込書に次の各号に掲げる書類を添付

し、当連盟に提出しなければならない。 

（1） 個人     個人事業主開業届若しくは住民票 

（2） 法人・団体   定款又は定款登記事項証明書若しくは法人・団体の概要を証明できるもの 

 

２ 当連盟への入会の可否は次に掲げる基準を基に理事会において決定する 

（1） 成年被後見人又は被保佐人でない者であること 

（2） 提出された入会申込書等から、当連盟会員でふさわしいと認められる個人、法人並びに団体であ

ること 

３ 会長は、理事会において入会の可否を決定したときは、これを入会申込者に通知する。 

 

（退会） 

第 3 条 会員は、退会届（様式第 2 号）を提出して、任意に退会することができる。 

 

（再入会） 

第 4 条 前条により退会した者又は当連盟定款の第 11 条（社員資格の喪失）により会員資格を喪失し

た者が再入会を希望する場合には、改めて本規定第 2 条に定める入会申込書を提出するものと

する。 

２ 前項の再入会の申し込みに対しては、理事会において再入会の可否を決定し、これを入会申込者に

通知する。ただし、退会の際未納の会費がある場合には、当該未納分を支払わない限り再入会は認

めない。また当連盟定款の第 10 条（除名）により会員資格を喪失した者は、資格喪失後 5 年間は

再入会を認めないこととする。 

 

第 5 条 入会者は会員名簿に登録し、登録内容に変更が生じた場合は遅滞なく更新するものとする。 

2 会員資格を喪失した者については、会員名簿から抹消する。 

3 会員名簿に登録された会員に関する個人情報については、本人の意向を充分に尊重し、慎重に取り

扱わなければならない。 

（改廃） 

第 6 条 この規程を改廃するときは、理事会の承認を得なければならない。 

 

附則 この規程は令和 4 年 5 月 15 日より施行する。 

 



一般社団法人あまみ大島観光物産連盟 会費規程 

 

 

(目的) 

第 1 条 この規程は、一般社団法人あまみ大島観光物産連盟(以下「当連盟」という。) 定款第 8 条に定め

る会員の会費について定める。 

(会費の額) 

第 2 条 会員の会費は、次の各号に定めるところによる。 

(1) 正会員の会費は、口数に応じた額とし、1 口につき年額 15,000 円とする。 

(2) 行政会員の会費は、均等割 3:財政割算出基礎 3.5:人口割算出基礎 3.5 として算出し決定する。 

 

(会費の口数) 

第 3 条 正会員の会費の口数は、次の各号に定めるところによる。 

(1) 正会員は少なくとも 1 口以上の会費を納入しなければならない。 

(2) 正会員が参加する専門委員会の 1 部門当たり 1 口の会費を納入しなければならない。 

(3) 会費を定額制にせず、口数でお願いすることについては、当連盟の趣旨に賛同し、その活動を援

助する意志の表現のひとつとして、より多くの口数をお願いするものとする。 

(4) 正会員は入会時に当連盟の定めた加入申請書において口数を登録する。 

(5) 口数と理事会及び総会時の議決権は連動せず、1 会員につき 1 議決権とする。 

 

(口数の変更) 

第 4 条 口数は、正会員が事務局の定めた会費口数変更申請書を提出し、理事会において承認された場合、

次年度より変更されるものとする。 

(会費額の確定) 

第 5 条 毎年 1 月 31 日までに、正会員の専門委員会登録状況、第 2 条、第 3 条及び第 4 条で定めた口数

を計算し、次年度の会費額を確定する。(会費の請求) 

第 6 条 事務局は、口数確定後速やかに請求書を発送するものとし、会員は請求書を受領後 3 カ月以内に

会費を納入しなければならない。 

 

(会費の納入) 

第 7 条 会員は、連盟から会費の請求を受けたのち、連盟が指定する期日及び指定する方法により会費を

納入しなければならない。 

 

(退会時の会費) 

第 8 条 定款第 12 条の定めにより、会員が既に納入した会費は、年度途中の退会の場合に返還しない。 

 

附 則 

この規程は、平成 29 年４月１日から施行する。 

 


